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箱根観光を牽引する小田急ロマンスカー。
ロマンスカーの華やかな活躍とともに、箱根は多くの人に愛されてきた。
2005 年にロマンスカー・VSE（50000 形）が登場、
続く08年にはMSE（60000 形）が運転を開始。
ロマンスカーとともに箱根観光の新時代を切り開く
小田急電鉄の箱根観光輸送――その取り組みを紹介する。

文◉茶木　環／撮影◉加藤有紀

小田急電鉄の
箱根観光輸送
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［小田急ロマンスカーと箱根観光］

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
乗
っ
て
始
ま
る
箱
根
の
旅

小
田
急
電
鉄
新
宿
駅
。
西
口
地
上
改
札
を

入
っ
て
す
ぐ
左
に
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
カ
フ
ェ
が

あ
る
。
店
内
で
は
、
旅
の
高
揚
感
を
胸
に
、

人
々
が
電
車
を
待
っ
て
い
る
。

や
が
て
、
シ
ル
キ
ー
ホ
ワ
イ
ト
に
バ
ー
ミ
リ

オ
ン
オ
レ
ン
ジ
の
ラ
イ
ン
が
際
立
つ
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
・
Ｖ
Ｓ
Ｅ
が
入
線
し
て
く
る
。
カ
フ
ェ
で

待
つ
人
、
ホ
ー
ム
に
立
つ
人
の
視
線
が
、
そ
の

優
美
な
シ
ル
エ
ッ
ト
に
い
っ
せ
い
に
注
が
れ
る
。

そ
の
姿
を
収
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
向
け
る
人
た

ち
。
先
頭
車
両
の
前
で
は
、
数
組
の
家
族
連
れ

が
順
番
に
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
―
―
箱
根
へ

の
旅
は
、
こ
こ
新
宿
駅
の
２
番
ホ
ー
ム
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
の
だ
。

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
新
宿

－

小
田
原
・
箱
根
湯

本
間
の
乗
客
数
は
年

間
約
２
５
０
万
人
。

決
し
て
少
な
く
な
い

人
数
だ
が
、
箱
根
町

を
訪
れ
る
観
光
客
の

約
６
割
を
実
は
マ
イ

カ
ー
利
用
者
が
占
め

て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
般
的
に

は
「
箱
根
へ
は
小
田

急
で
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
に
強
い
。

そ
れ
は
、
小
田
急
電
鉄
が
築
き
上
げ
て
き
た
鉄

道
と
観
光
地
が
一
体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
効
果
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
存
在
が
、
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
だ
。
そ
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
足
跡
を
簡
単

に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

新
宿
と
小
田
原
と
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
を
開
業

し
た
小
田
原
急
行
鉄
道
（
現
・
小
田
急
電
鉄
）

は
、
今
か
ら
77
年
前
の
１
９
３
５
年
６
月
に
、

新
宿

－
小
田
原
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
「
週
末
温
泉
特

急
」
を
開
始
し
た
。
戦
時
下
に
は
運
転
を
中
止

し
た
が
、
48
年
に
小
田
急
電
鉄
と
し
て
新
発
足

す
る
と
、
た
だ
ち
に
特
急
運
転
を
再
開
。
50
年

に
は
箱
根
湯
本
に
乗
り
入
れ
を
開
始
し
、
そ
の

翌
年
、
初
の
特
急
専
用
車
両
１
７
０
０
形
を
就

役
さ
せ
た
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
愛
称
は
二
人
掛
け

転
換
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
を
採
用
し
た
こ
の
１
７
０
０

形
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
創
業
時
か
ら
高
速

運
転
を
標
榜
す
る
小
田
急
電
鉄
の
「
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
に
よ
る
箱
根
輸
送
」
が
定
着
す
る
。

や
が
て
57
年
に
は
、
超
軽
量
高
速
特
急
車
Ｓ

Ｅ
（
３
０
０
０
形
）
が
誕
生
。
そ
の
斬
新
な
色

と
ス
タ
イ
ル
の
Ｓ
Ｅ
は
鉄
道
車
両
の
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
し
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
人
気
を
さ
ら
に

押
し
上
げ
た
。
鉄
道
友
の
会
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞

は
、
こ
の
Ｓ
Ｅ
に
賞
を
授
け
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
第
１
回
を
Ｓ
Ｅ
が
受
賞
し

て
以
来
、
Ｅ
Ｘ
Ｅ
（
３
０
０
０
０
形
）
を
除
く

代
々
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
の
が
、
63
年
に
就
役
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｅ

（
３
１
０
０
形
）
だ
。
運
転
席
を
２
階
に
上
げ
、

先
頭
車
両
に
前
面
展
望
席
を
設
け
た
Ｎ
Ｓ
Ｅ
は
、

圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
人

気
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
そ
の
後
の
前
面
展

望
席
が
あ
る
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
標
準
と
な
り
、

Ｎ
Ｓ
Ｅ
は
99
年
ま
で
活
躍
。
長
く
小
田
急
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
を
代
表
し
た
。

小
田
急
電
鉄
で
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｅ
導
入
以
降
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
製
造
時
の
最
先
端
技
術
を
搭

載
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（
７
０
０
０
形
）、
Ｈ
ｉ
Ｓ
Ｅ

（
１
０
０
０
０
形
）、
Ｒ
Ｓ
Ｅ
（
２
０
０
０
０
形
）、

Ｅ
Ｘ
Ｅ
（
３
０
０
０
０
形
）
を
登
場
さ
せ
、
箱

根
観
光
輸
送
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

進
化
を
続
け
る
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

現
在
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
旗
手
、
Ｖ
Ｓ
Ｅ

（
５
０
０
０
０
形
）
は
、
２
０
０
５
年
に
就
役
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
か
ら
長
く
続
い
た
観
光
低
迷
を

背
景
に
、
そ
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し

た
。「

コ
ン
セ
プ
ト
は
箱
根
エ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ

る
観
光
輸
送
に
特
化
し
た
車
両
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
自
社
や
車
両
メ
ー
カ
ー
だ
け

で
つ
く
っ
た
の
で
は
『
車
両
』
と
い
う
機
械
が

出
来
上
が
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。『
小
田
急

の
新
た
な
顔
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
発
想
が
必
要
だ
』
と
い
う
考
え
の
下
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
」
と
運
転
車

両
部
の
田
島
寛
之
課
長
は
説
明
す
る
。

小
田
急
電
鉄
、
車
両
メ
ー
カ
ー
と
共
に
新
造

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
の

が
、
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
や
関

西
国
際
空
港
な
ど
の
設
計
を
手
掛
け
た
建
築
家

の
岡
部
憲
明
氏
だ
。
岡
部
氏
は
、
車
両
建
造
に

建
築
の
視
点
を
取
り
込
み
、
鉄
道
車
両
と
し
て

の
安
全
性
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
車
内
の

居
住
性
と
快
適
性
を
重
視
し
た
。
完
成
し
た
Ｖ

Ｓ
Ｅ
は
、
車
中
と
い
う
よ
り
セ
ン
ス
の
良
い
家

の
リ
ビ
ン
グ
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
特
徴
だ
。

約
85
分
の
旅
を
味
わ
う
た
め
の
工
夫
が
随
所
に

施
さ
れ
て
い
る
。

地下鉄直通の青いロマンスカー・MSE（60000形）

小田急電鉄株式会社　交通サービス事業本部
旅客営業部 課長

室橋正和
Masakazu MUROHASHI

小田急電鉄株式会社　交通サービス事業本部
運転車両部 課長

田島寛之
Hiroyuki TAJIMA
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先
頭
車
両
の
前
面
展
望
席
も
復
活
し
た
。
か

つ
て
「
走
る
喫
茶
室
」
と
呼
ば
れ
た
、
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
が
注
文
を
取
り
、
客
席
ま
で
飲
み
物
や

軽
食
を
届
け
る
シ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て

い
る
。

「
輸
送
力
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し

た
。
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
乗
る
こ
と

自
体
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」（
田
島
課
長
）

Ｖ
Ｓ
Ｅ
は
、
乗
務
員
に
と
っ
て
も
特
別
な
存

在
だ
。
Ｖ
Ｓ
Ｅ
を
担
当
す
る
乗
務
員
は
、
他
の

特
急
乗
務
員
と
は
別
に
社
内
の
選
抜
試
験
に
合

格
し
、
接
客
研
修
な
ど
特
別
な
教
育
を
受
け
た

運
転
士
、
車
掌
（
各
11
人
）
が
乗
務
す
る
。
制

服
も
Ｖ
Ｓ
Ｅ
専
用
が
定
め
ら
れ
、
選
抜
さ
れ
た

乗
務
員
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
用
意
さ
れ
る
。

さ
ら
に
乗
客
へ
の
接
遇
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
「
新
た
な
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
提
供
し
た
い
」
と
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
用
意
せ
ず
、
各
自
の
工
夫
で
提
供
さ
せ

る
徹
底
ぶ
り
だ
。
研
修
や
勉
強
会
な
ど
も
積
極

的
に
行
い
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
志
の
高
さ
は
、
駅
係
員
も
同
様
で
、

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
入
線
し
た
時
の
ホ
ー
ム
で
の

撮
影
サ
ポ
ー
ト
も
、
駅
係
員
の
ア
イ
デ
ア
で
始

ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
子
ど
も
サ
イ
ズ

の
駅
長
の
制
服
、
制
帽
を
用
意
し
、
そ
の
写
真

を
駅
係
員
が
撮
影
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
期
間
限
定

で
行
っ
て
い
る
。

「
旅
は
、
非
日
常
の
行
動
。
出
発
時
点
か
ら
お

客
さ
ま
に
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念
で
あ
る
『
か

け
が
え
の
な
い
時と

き間
』
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

日
々
考
え
て
工
夫
し
て
い
る
」
と
、
旅
客
営
業

部
の
室
橋
正
和
課
長
は
語
る
。

出
発
前
の
時
間
を
過
ご
す
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
カ

フ
ェ
、
駅
係
員
の
サ
ー
ビ
ス
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

居
住
性
と
快
適
性
、
乗
務
員
の
応
対
。

「
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
大

切
な
旅
の
演
出
に
な
る
」（
室
橋
課
長
）

こ
の
Ｖ
Ｓ
Ｅ
効
果
は
絶
大
で
、
翌
06
年
の
箱

根
町
を
訪
れ
る
観
光
客
数
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
乗

客
数
は
共
に
前
年
度
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。

一
方
、
新
宿
駅
か
ら
の
小
田
急
線
が
首
都
圏

西
部
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
首
都
圏
北
部
・

東
部
か
ら
の
誘
客
を
図
ろ
う
と
開
発
さ
れ
た
の

が
Ｍ
Ｓ
Ｅ
（
６
０
０
０
０
形
）
だ
。
08
年
に
運

行
を
開
始
、
国
内
初
の
地
下
鉄
（
東
京
メ
ト
ロ

千
代
田
線
）
直
通
の
座
席
指
定
特
急
で
、
北
千

住

－

箱
根
湯
本
間
を
約
２
時
間
で
結
ぶ
。
大
手

町
・
霞
ヶ
関
・
表
参
道
の
３
駅
に
も
停
車
し
、

観
光
の
他
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
買
い
物
な
ど
マ
ル
チ

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
通
称
「
青
い
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
」
だ
。
Ｖ
Ｓ
Ｅ
と
同
じ
く
岡
部
氏
の
デ
ザ

イ
ン
で
、
両
車
と
も
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
、
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｓ
Ｅ
は

鉄
道
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」

も
受
賞
し
て
い
る
。
な
お
Ｖ
Ｓ
Ｅ
と
Ｍ
Ｓ
Ｅ
に

は
、
か
つ
て
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
特
徴
の
一
つ

だ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ン
が
搭
載
さ
れ
、

旅
立
ち
の
高
揚
感
を
演
出
し
て
い
る
。

現
在
、
Ｖ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
他
、
箱
根
観
光

輸
送
に
は
Ｌ
Ｓ
Ｅ
、
Ｅ
Ｘ
Ｅ
の
計
４
車
種
が
運

行
さ
れ
て
い
る
。
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で

「
箱
根
に
行
く
な
ら
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
」
と
い
う

人
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

国
内
外
に
向
け
て
展
開
す
る
誘
客
策

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
旅
の
序
章
を
過
ご
し
た
観

光
客
は
、
箱
根
湯
本
駅
に
到
着
し
て
、
い
よ
い

1入線する VSE にホームにいる人々の視
線が注がれる 2子どもたちには制服・制
帽を着用しての記念撮影も 3お昼前に箱
根に着くロマンスカーは満席が多い

1

2

3

7
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よ
旅
の
本
編
を
楽
し
む
。　

小
田
急
電
鉄
で
は
、
箱
根
の
旅
を
よ
り
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
夏
と
冬
か
ら
早
春
の
年
２

回
、
豊
か
な
観
光
資
源
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
た
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

小
田
急
線
の
往
復
に
加
え
て
箱
根
山
内
の
七
つ

の
交
通
機
関
が
乗
り
降
り
自
由
と
な
る
割
引
周

遊
券
の
「
箱
根
フ
リ
ー
パ
ス
」
や
小
田
原
・
箱

根
湯
本
ま
で
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
特
急
券
購
入
者
、

主
な
旅
行
代
理
店
で
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
と
箱
根
宿

泊
プ
ラ
ン
を
申
し
込
ん
だ
人
な
ど
に
、
ク
ー
ポ

ン
ブ
ッ
ク
を
配
布
。
観
光
客
は
、
ク
ー
ポ
ン
に

記
載
さ
れ
た
提
携
施
設
の
利
用
に
際
し
、
優

待
・
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
だ
。
今
夏
の
提
携
施
設
は
77
カ
所

に
上
り
、
７
月
１
日
か
ら
３
カ
月
間
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
、
60
万
部
を
配
布
し
た
。
昨
冬

は
、
12
月
1
日
か
ら
３
月
31
日
の
期
間
中
に

50
万
部
を
配
布
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
旅
行
代
理
店

が
宿
泊
商
品
を
販
売
す
る
際
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

利
用
を
促
進
す
る
一
面
も
有
し
て
い
る
。
小
田

急
電
鉄
で
は
、「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
行
く
箱
根
」

を
定
着
さ
せ
る
べ
く
早
く
か
ら
旅
行
代
理
店
と

の
関
係
を
強
化
し
、
特
急
券
発
券
シ
ス
テ
ム
の

整
備
や
、
宿
泊
と
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
セ
ッ
ト
商

品
の
造
成
を
推
進
し
て
き
た
。
旅
行
代
理
店
、

現
地
施
設
、
そ
し
て
交
通
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
相
乗
効
果
を
生
む
の
が
狙

い
だ
。

さ
ら
に
こ
の
ク
ー
ポ
ン
ブ
ッ
ク
は
、
箱
根
エ

リ
ア
を
周
遊
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
帳
に
も
な
っ
て
い
る
。
11
年
夏
か
ら

12
年
夏
ま
で
の
３
回
は
、
小
田
急
線
登
戸
駅
、

向
ヶ
丘
遊
園
駅
が
最
寄
り
駅
の
「
川
崎
市 

藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
作
品
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
、
幅
広
い

年
齢
層
に
人
気
を
博
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、

箱
根
の
催
事
情
報
や
お
得
な
情
報
も
満
載
で
、

箱
根
観
光
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
仕
掛
け
と

な
っ
て
い
る
。

「
今
後
も
、
箱
根
と
小
田
急
が
不
可
分
一
体
な

存
在
と
な
っ
て
魅
力
を
高
め
た
い
」（
室
橋
課
長
）

一
方
、
観
光
地
の
国
際
競
争
力
の
強
化
が
指

摘
さ
れ
る
中
、
箱
根
に
お
い
て
も
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

小
田
急
電
鉄
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う

言
葉
が
一
般
化
す
る
前
か
ら
、
外
国
人
観
光
客

の
動
向
を
注
視
し
、
１
９
９
９
年
に
は
新
宿
駅

構
内
に
外
国
人
旅
行
者
専
門
の
案
内
所
「
小
田

急
外
国
人
旅
行
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
案
内
所
」
に
も
指
定
さ
れ
、
語
学
に

堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
交
通
・
観
光
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に
は
、
小
田
原
駅

に
も
同
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
利
用
者
は
両
セ
ン

タ
ー
で
通
算
50
万
人
を
数
え
た
。

「
外
国
人
の
お
客
さ
ま
は
、
日
本
の
滞
在
日
数

が
長
い
ほ
ど
Ｊ
Ｒ
の
ジ
ャ
パ
ン
レ
ー
ル
パ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
が
多
く
、
小
田
原
で
Ｊ
Ｒ
か

ら
箱
根
登
山
線
に
乗
り
換
え
て
、
箱
根
に
向
か

う
。
小
田
原
駅
の
セ
ン
タ
ー
開
設
で
、
箱
根
フ

リ
ー
パ
ス
や
施
設
の
ご
案
内
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
箱
根
へ
の
旅
行
が
よ
り
快
適
に
な
っ
た
」

と
室
橋
課
長
は
説
明
す
る
。

利
用
者
の
国
別
で
は
ア
ジ
ア
、
特
に
東
ア
ジ

ア
の
国
・
地
域
か
ら
の
来
訪
者
が
多
く
、
両
セ
ン

タ
ー
で
は
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
（
簡
体
字
・

繁
体
字
）
の
４
言
語
の
ツ
ー
ル
を
用
意
し
て
い

12ダイナミックな眺望が楽しめる先頭車両の 4 列
16 席の展望席は人気の的 3車掌の乗客へのサービ
スも利用客から高い評価を得ている 4カフェスタン
ド。アテンダントが注文を受け、座席まで届けてく
れる56ヨーロッパのターミナルのようなガラス屋
根の小田原駅と VSE 7景色が広がる 4 ｍ幅の窓1

3 4 6
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る
。
ま
た
、
近
年
、
タ
イ
か
ら
の
観
光
客
が
増

え
て
お
り
、
箱
根
フ
リ
ー
パ
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
観
光
情
報
提
供
サ
イ
ト
「
箱
根
ナ
ビ
」
で
は

タ
イ
語
も
加
え
、
５
言
語
で
対
応
し
て
い
る
。

外
国
人
の
旅
客
誘
致
に
つ
い
て
は
、
海
外
メ

デ
ィ
ア
に
箱
根
を
紹
介
し
た
り
、
海
外
旅
行
博

に
参
加
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
開
催
さ

れ
た
台
湾
の
旅
行
博
で
は
、
台
湾
で
利
用
率
の

高
い
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
着
目
し
、
繁
体
字
の

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
の
誘
導
を
図

る
な
ど
、
新
た
な
ス
タ
イ
ル
で
の
情
報
発
信
も

実
施
し
て
い
る
。

す
で
に
恒
例
化
し
た
外
国
人
観
光
客
向
け

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
来
日
す
る
旧
暦
の
正
月
（
春

節
）
に
合
わ
せ
て
、
旅
行
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
春
節
誘
客
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
だ
。
06
年
に
開
始
し
、
小
田
急
グ
ル
ー
プ

が
新
宿
、
箱
根
、
江
の
島
・
鎌
倉
（
湘
南
）、
伊

豆
の
４
エ
リ
ア
で
展
開
。
箱
根
で
は
「
春
節
限

定
箱
根
フ
リ
ー
パ
ス
」
の
販
売
を
は
じ
め
、
和

太
鼓
演
舞
や
甘
酒
の
無
料
配
布
な
ど
、
毎
年
、

日
本
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

「
外
国
人
観
光
客
の
箱
根
来
訪
理
由
は
、
温

泉
と
富
士
山
、
日
本
料
理
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
団
体
ツ
ア
ー
な
ど
は
短
時
間
で
次
の
目

的
地
へ
移
動
す
る
。
宿
泊
や
滞
在
時
間
を
延
ば

し
、
箱
根
の
魅
力
を
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
」
と

室
橋
課
長
は
語
る
。

こ
の
よ
う
に
鉄
道
と
観
光
地
、
双
方
が
連
携

す
る
相
乗
効
果
で
小
田
急
電
鉄
は
箱
根
の
成
長

を
支
え
て
き
た
。

そ
の
小
田
急
電
鉄
の
基
本
姿
勢
を
表
す
も
の

の
一
つ
に
、
02
年
か
ら
続
く
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
あ

る
。
女
性
ボ
ー
カ
ル
の
「
ロ
マ
ン
ス
を
も
う
一

度
」
の
曲
が
流
れ
る
中
、
箱
根
の
魅
力
を
紹
介
、

「
上
質
な
大
人
の
旅
」
を
提
唱
す
る
。
鉄
道
会
社

の
Ｃ
Ｍ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
外
な
ほ
ど
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
の
カ
ッ
ト
は
短
い
。

「
観
光
地
へ
の
誘
客
は
、
い
か
に
そ
の
目
的
地

の
魅
力
を
伝
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
箱
根

の
自
然
や
温
泉
の
上
質
さ
を
前
面
に
出
し
、
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
を
利
用
し
た
快
適
な
旅
を
提
案
す
る
。

小
田
急
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
が
表
現
で

き
て
い
る
と
思
う
」
と
室
橋
課
長
は
説
明
す
る
。

意
識
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
ク
レ
ド

　
一
方
、
社
内
で
は
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
価
値
向

上
に
向
け
て
、
乗
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
そ

う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
に
高
い
サ
ー
ビ
ス
意
識
が
あ
っ
て

も
、
実
際
に
お
客
さ
ま
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
人
と
人
と
の
間
で
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る

以
上
、
決
し
て
同
じ
に
は
な
ら
な
い
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
『
格
差
』
と
感
じ
る
お
客

さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
が
あ
っ
た
」
と
田
島
課
長
は
語
る
。

２
０
１
０
年
10
月
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
共
通
の
目
標
、
意
識
の
ベ
ク
ト
ル
を
あ
わ

せ
る
た
め
の
指
針
づ
く
り
を
目
指
す
「
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
ク※

レ
ド
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
活
動

を
開
始
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
運
転
士
・
車
掌
・

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ク
ル
ー
を
中
心
と
す
る
30
人
。

１
年
を
か
け
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
個
人
の
体
験
を
発
表
し
て
皆
で
共
有
す
る

会
や
他
業
種
な
ど
を
見
学
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
実
践
、
研
究
を
重
ね
て
い
っ
た
。

「
Ｖ
Ｓ
Ｅ
や
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の
人
気
に
頼
っ
て
い
た
の

で
は
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
価
値
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
か
な
い
。『
ま
た
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
箱

根
に
行
き
た
い
』
と
言
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
た
」（
田
島
課
長
）

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
11
年
12
月
に

策
定
さ
れ
た
の
が
「
み
ん
な
が
喜
ぶ
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

ク
レ
ド
だ
。

ク
レ
ド
は
定
め
ら
れ
た
規
則
で
は
な
い
。
そ

の
信
条
に
沿
っ
て
、
場
面
に
即
し
た
言
動
を
ど

う
と
る
か
、
個
人
が
考
え
、
生
み
出
す
こ
と
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
も
、
現
業
単
位

（
８
乗
務
区
・
司
令
所･

小
田
急
レ
ス
ト
ラ
ン
シ

ス
テ
ム
）
で
定
期
的
に
情
報
共
有
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
勉
強
会
を
継
続
し
て
い
る
。

「
当
初
は
ク
ル
ー
が
中
心
だ
っ
た
が
、
駅
係
員

や
検
車
区
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー
な
ど

に
も
ク
レ
ド
の
浸
透
を
始
め
て
い
る
。
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
何
を
す
べ
き

か
、
車
両
を
ど
う
整
備
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ

う
い
う
発
想
を
持
っ
て
も
ら
う
と
、
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
問
題
意
識
が
職
場
の
中
で
生
ま
れ

て
く
る
」（
田
島
課
長
）

新
た
な
気
付
き
が
個
々
の
業
務
に
磨
き
を
か

け
、
直
接
的
・
間
接
的
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
職
場
で

仲
間
と
意
見
交
換
し
、
共
感
し
合
い
な
が
ら
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
ス
タ
イ
ル
は
「
小
田
急

型
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
古
く
か
ら
根
付
く
。

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ク
レ
ド
も
そ
う
し
た
社
風
の
中

で
誕
生
し
た
も
の
な
の
だ
。

箱
根
観
光
輸
送
を
担
う
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
本

格
稼
働
し
て
約
60
年
。
こ
の
間
、
小
田
急
グ

ル
ー
プ
社
員
は
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
対
す
る
深
い

思
い
を
脈
々
と
引
き
継
い
で
き
た
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
確
立
の
基
盤
は
全
社
員
の
こ
う
し
た

意
識
が
支
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

※クレド：信条

1ロマンスカークレド検討会議。日ごろの体験から感じていることなど
を共有する 2新宿駅構内の小田急外国人旅行センター。新宿や箱根エリ
アなどの観光案内を行っている

1
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居住性を重視した内部空間

　鉄道設計に携わり、強く感じたのは、鉄道は建築に近いと
いうことです。鉄道は同じレールの上を行き来し、その地域
と非常に密接した関係性を持つ。その意味では鉄道は動く建
築と言えるでしょう。
　小田急電鉄の方々は、最初にお話をいただいた時から「目
指すもの」が明確でした。私に示された条件は、展望車両が
あるロマンスカーの復活、連接台車の採用、ときめきを感じ
させる列車の3点だけ。鉄道会社としての意志と使命感を強
く感じさせるオーダーでした。
　VSEのデザインは、鉄道車両が持つ特殊な条件や技術の
下に、外観と内部空間、一編成を一つとしてトータルにデザ
インしています。
　まず内部空間は、建築の居住空間と捉え、車両限界が許す
最大の高さを目指しました。天井が高く、天井に邪魔なもの
がないと、居住空間は非常に豊かなものになる。そこで従来
は客室屋根上に置かれていた空調機システムを変更すること
で、従前より45cm高い２m55cmの天井高を実現しまし
た。照明も当時は難しいと言われていたLEDを開発し、電
球色の蛍光灯による間接光を合わせて、やさしい照明を生み
出しました。
　窓は４m幅のワイドな連続窓を採用して、座席の定位置も
窓に向けて５度傾け、座った時に自然に車窓に目が向くよう
にしました。さらに、座席の椅子もスレンダーなものを導入
してシートピッチを確保しました。こうすることで、前席の人の向こ
うにも車窓からの景色がつながって見える。そうした視野の広がりが
居住空間を広く、さらに豊かなものに感じさせるのです。
　また車内は、落ち着いた明るさの空間を生み出すために、木質系の
素材を要所に用い、ボルトやビスなどの突起物、機械的なものは乗客

の視野に入らないように配慮しました。
　かつて、古き良き時代のヨーロッパの鉄道では、乗客が車
内で落ち着いてくつろげるような色や素材を使用し、贅沢で
豊かな空間が設えられていました。鉄道は単なる移動手段
ではなく、鉄道に乗ることそのものが旅であり、車内で過ご
す時間が旅の楽しみを深めていく、特別な空間だったのです
ね。VSEも「特別な旅の時間」を味わっていただけるように
居住性、快適性を重視しました。

走ることで風景を変える外観

　外観については、郊外都市を走り抜け、自然の中を疾走す
る。その時、その風景の中に車両が存在することで新たな景
観を生み出してほしいという思いから、走る機械ではなく、
風景の中を駆け抜ける全長146mのオブジェとして見ること
ができるようにデザインしました。車体色は、駅構内の人工
光では白い肌色に、太陽光の下では輝く白そのものに見える
「シルキーホワイト」。そこに、小田急ロマンスカーのシンボ
ルカラー、バーミリオンオレンジのラインを配しています。
　MSEは、VSEのデザインコンセプトを踏襲しています。地
下鉄に乗り入れる特急車両なので、構造的な違いは多々あり
ますが、制約のある条件下で、居住空間としての価値を高め、
車体色の「フェルメールブルー」も、地下駅という閉鎖され
た空間の光景に美しい変化をもたらす色として採用しました。
　旅の魅力とは本来、移動することそのものの魅力だと思い

ます。鉄道には、安全に、豊かな眺望性を楽しみながら移動できると
いう、鉄道ならではの旅の魅力、高揚感があります。
　誰にとっても心地よい居住性の実現――そこから、VSEのデザイ
ンは始まりました。VSE、MSEが多くの乗客に親しまれ、特別な旅
の時間を楽しんでいただけることに喜びを感じています。
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ロマンスカーVSEの
「特別な旅の時間」

ロマンスカーの内部空間は、走る居住空間。
都市や自然の風景の中に、その存在を際立たせる――
鉄道車両の技術や規制を組み込みながら、
建築家としての視点と発想を生かし、
斬新なデザインが評価されるロマンスカー・VSE、MSE は誕生した。


